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2010年 1月 15日の日食時の中層大気の変動について
Atmospheric response during annular solar eclipse of 15 January 2010
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日食は稀な天体イベントであるが、それはまた地球全球にわたる自然の摂動実験でもある。短時間で変動する太陽放
射量の大気への影響は、大気光化学やその力学過程を調べる上でとても貴重な機会をもたらす。SMILES(超伝導サブミ
リ波リム放射サウンダ)は、2009年 10月 12日から約半年間にわたって大気サブミリ波スペクトルの観測を行った。ま
た、4K機械式冷凍機と超伝導ミキサによる高感度な測定によって、2010年 1月 15日の金環日食時の中層大気の変動を
捉えることに成功した。本発表では、その SMILESの観測、ならびに化学輸送モデル (MIROC3.2-CTM)に食分の影響を
取入れて計算した結果をもとに、日食時の太陽放射量の変動に伴う中層大気への影響について報告する。
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